
こ
れ
で
大
文
夫
―
鳥
獣
害
対
策

予
予
靱
楔
瘍
瞼
輻
鶉
儡
鼈
鶉
楊
軋

島
根
県
中
山
間
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
　
総
合
技
術
部
鳥
獣
対
策
グ
ル
ー
プ

小
寺
祐
二

， 一一一＝＝

イ
ノ
シ
シ

（∽
湧
∽８
さ
）
は
ア
フ
リ
カ

北
部
か
ら
ユ
ー
ラ
シ
ア
に
か
け
て
広
く
分

布
し
て
い
る
偶
蹄
類
で
、
そ
の
分
布
域
で

は
深
刻
な
農
作
物
被
害
が
報
告
さ
れ
て
い

る
。
日
本
も
例
外
で
は
な
く
、
乱
獲
な
ど

に
よ
っ
て
明
治
時
代
に
縮
小
し
た
本
種
の

分
布
域
が
近
年
急
速
に
拡
大
し
、
農
作
物

被
害
も
急
増
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、

被
害
を
防
ぐ
方
法
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

本
稿
で
は
筆
者
ら
が
研
究
を
行

っ
て
き
た

島
根
県
西
部
の
状
況
と
効
率
的
な
被
害
対

策
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

イ
ノ
シ
ン
一韓

島
根
県
で
は
、
ご
く

一
部
に
限
ら
れ
て

い
た
イ
ノ
シ
シ
の
分
布
域
が
１
９
７
０
年

代
以
降
に
拡
大
し
、
８５
年
頃
ま
で
に
は
県

全
域
に
広
が
っ
た

（島
根
県
農
林
水
産
部
森

林
整
備
課
１
９
９
７
）。
こ
れ
に
伴
い
、
７０

年
代
ま
で
は
１
０
０
０
頭
／
年
程
度
で
あ

っ
た
捕
獲
数
も
、
２
０
０
０
年
度
に
は
１

万
頭
／
年
を
超
え
て
い
る

（図
１
）。

本
種
の
分
布
域
拡
大
は
海
外
で
も
報
告

さ
れ
て
お
り
、
①
捕
食
者
の
欠
如
と
狩
猟

の
規
制
、
②
人
為
的
な
放
逐
、
③
給
餌
、

④
積
雪
量
の
減
少
、
⑤
耕
作
地
の
放
棄
な

ど
人
間
に
よ
る
土
地
利
用
の
変
化
な
ど
い

く
つ
か
の
原
因
が
あ
げ
ら
れ
ら
れ
て
い
る
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目し

が
明
治
時
代

に
絶
滅
し
て
以
後
、
イ
ノ
シ
シ
の
捕
食
者

は
存
在
し
て
い
な
い
が
、
島
根
県
の
狩
猟

者
数
は
７６
年
ま
で
増
加
し
て
い
る
こ
と
や
、

大
物
猟
の
人
気
が
近
年
県
内
で
高
ま
っ
て

い
る

（神
崎

。
大
束
‐伊
藤

１
９
９
７
）
こ

と
か
ら
、
狩
猟
圧
の
低
下
が
あ
っ
た
と
は

考
え
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
積
極
的
、
恒
常

的
な
給
餌
や
放
獣
は
行
わ
れ
て
い
な
い
こ

と
か
ら
、
こ
れ
ら
が
分
布
域
拡
大
の
主
た

る
原
因
で
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

イ
ノ
シ
シ
は
３０
ｃｍ
以
上
の
積
雪
で
移
動
を

妨
げ
ら
れ
、
そ
の
状
況
が
長
期
間
持
続
す

る
と
生
息
が
困
難
に
な
る

（常
田
・
丸
山

１
９
８
０
）
が
、
一
部
の
山
間
地
を
除
く
と

島
根
県
で
そ
の
よ
う
な
地
域
は
な
い

金局

橋
１
９
９
こ

。

島
根
県
西
部
で
実
施
し
た
イ
ノ
シ
シ
の

追
跡
調
査
お
よ
び
痕
跡
調
査
で
は
、
本
種

が
広
葉
樹
林
、
水
田
放
棄
地
、
竹
林
を
選

択
的
に
利
用
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た

（小
寺
ほ
か
２
０
０
１
）。
島
根
県

で
は
高
度
経
済
成
長
が
始
ま
る
ま
で
薪
炭

生
産
が
農
家
の
副
業
と
し
て
行
わ
れ
、
最

盛
期
に
は
山
村
農
家
の
５０
％
が
従
事
し
て

い
た

（島
根
県
木
炭
史
編
集
委
員
会

１
９
８

２
）。
し
か
し
、
本
炭
需
要
の
急
減
や
過
疎

化
の
進
行
に
よ
り
、
５０
年
代
後
半
か
ら
こ

れ
ら
の
山
林
は
そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
イ
ノ
シ
シ
が
選
択
的
に
利

用
し
て
い
た
広
葉
樹
林
の
大
半
は
、
こ
う

し
た
林
齢
４０
～
５０
年
の
落
葉
広
葉
樹
林
で
、

豊
か
な
下
層
植
生
を
持
ち
、
イ
ノ
シ
シ
に

休
息

・
避
難
場
所
と
食
料
を
提
供
し
て
い

た

（小
寺
ほ
か
２
０
０
１
）。
水
田
放
棄
地

は
７０
年
か
ら
の
減
反
政
策
以
降
に
急
増
し

図1 島根県におけるイノシシ捕獲数の推移
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これで大丈夫 !鳥獣害対策

て
い
る

（小
寺
ほ
か
２
０
０
１
）。
そ
し
て
、

大
半
の
放
棄
地
で
草
刈
り
な
ど
の
作
業
は

行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
イ
ノ
シ
シ
に
休
息

・

避
難
場
所
、
食
料
、
泥
あ
び
場
所
を
提
供

し
て
い
た

（小
寺

２
０
０
１
）。
ま
た
、
水

田
放
棄
に
伴

っ
て
水
田
に
隣
接
す
る
竹
林

も
放
棄
さ
れ
、
本
種
の
食
料
供
給
源
と
な

っ
て
い
た

（小
寺
ほ
か
２
０
０
１
）。

つ
ま
り
、
薪
炭
林
の
管
理
放
棄
や
水
田

放
棄
と
い
っ
た
人
間
に
よ
る
土
地
利
用
の

変
化
が
、
島
根
県
に
お
け
る
イ
ノ
シ
シ
分

布
域
拡
大
の
主
な
原
因
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る

（小
寺
ほ
か
２
０
０
１
）。
ま
た
、

７０
年
代
後
半
か
ら
の
狩
猟
者
数
の
減
少
が
、

こ
う
し
た
状
況
に
拍
車
を
か
け
て
い
る
可

能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

島
根
県
で
は
１
９
７
０
年
か
ら
８０
年
代

前
半
に
か
け
て
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
作
物

被
害
が
報
告
さ
れ
始
め
、
８０
年
代
後
半
に

な
る
と
激
化
し
た

（島
根
県
農
林
水
産
部
森

林
整
備
課
１
９
９
７
）。
主
な
被
害
作
物
は

水
稲
で
、
発
生
時
期
は
８
月
初
旬
か
ら
９

月
初
旬
に
集
中
す
る

（図
２
）。
例
え
ば
２

０
０
０
年
度
の
農
業
共
済
金
支
払
い
デ
ー

タ
で
は
１
０
３
５
件
の
被
害
が
報
告
さ
れ
、

そ
の
う
ち
８
６
１
件

（８３
・
２
％
）
が
こ
の

時
期
に
発
生
し
て
い
た
。
ま
た
、
水
稲
の

生
育
状
態
と
被
害
発
生
時
期
の
関
係
を
見

る
と
、
出
穂
以
前
か
ら
被
害
が
み
ら
れ
る

も
の
の
、
大
半

（ｌ
ｏ
３
３
件
中
７
５
４
件
、

７３
％
）
が
乳
熟
期
以
降
に
発
生
し
た

（図

３
）。
一
方
、
イ
ノ
シ
シ
の
生
態
に
着
目
す

る
と
、
被
害
発
生
時
期
に
は
ク
ズ
や
セ
リ

と
い
っ
た
双
子
葉
植
物
を
主
に
採
食
し
、

食
物
の
２７

・
６
％
を
占
め
た
。
被
害
作
物

で
あ
る
水
稲
は
食
物
の
６

・
８
％
を
占
め

て
い
た

（小
寺

２
０
０
２
）。
こ
の
時
期
の

食
物
は
、
粗
タ
ン
パ
ク
お
よ
び
粗
脂
肪
含

有
率
が
高
い
栄
養
組
成
で
あ
っ
た

（小
寺

未
発
表
）。
ま
た
、
イ
ノ
シ
シ
個
体
群
の
栄

養
状
態
は

一
年
を
通
じ
て
最
も
低
質
と
な

っ
た
（小
寺

２
０
０
２
）。
タ
ン
パ
ク
質
や

糖
分
を
含
む
乳
熟
期
以
降
の
稲
穂
は
、
体

脂
肪
を
減
ら
し
つ
つ
健
康
を
維
持
す
る
の

に
都
合
の
よ
い
食
物
で
、
イ
ノ
シ
シ
が
好

ん
で
食
べ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

■イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
被
害
の
基
本
的
対
策

は
、
以
下
の
４
つ
に
限
定
さ
れ
る
。
そ
れ

は
、
ｍ
物
理
的
進
入
防
止
柵
の
設
置
、
②

個
体
数
管
理
、
同
被
害
を
受
け
な
い
作
物

１０

月

１

日

～

１０

日

８

月

２．

日

～

３．

日

９

月

Ｈ

日

～

２０

日

９

月

１

日

～

１０

日

８

月

２‐

日

～

３．

日

８
月

Ｈ
日
～

２０

日

８
月

１
日
～

１０

日

７
月

２．
日
～

３‐

日

７
月

Ｈ
日
～

２０

日

７
月

１
日
～

１０

日

～
６
月

３０
日

２
　
　
　
　
　
　
件
数

図へ
の
転
換
、
０
被
害
が
出
る
地
域
か
ら
の

撤
退
で
あ
る
。

ｍ
物
理
的
進
入
防
止
柵
の
設
置

設
置
や
管
理
の
方
法
を
間
違
わ
な
け
れ

ば
、
も
っ
と
も
効
果
的
で
確
実
な
方
法
で

あ
る
。
そ
の
反
面
、
設
置
に
労
力
と
資
金

が
必
要
と
な
る
。
後
に
詳
述
す
る
が
、
こ

の
対
策
の
効
果
と
し
て
視
覚
的
遮
断
と
精

神
的
遮
断
が
あ
げ
ら
れ
る
。
な
お
、
忌
避

剤
な
ど
に
よ
る
化
学
的
侵
入
防
除
や
爆
音

機
な
ど
に
よ
る
心
理
的
防
除
は
、
馴
化
に

よ
っ
て
効
力
を
失
い
、
短
期
間
の
効
果
し

９０

日

以

上

８．

～

９０

日

７‐

～

８０

日

６‐

～

７０

日

５．

～

６０

日

４．

～

５０

日

３‐

～

４０

日

２‐

～

３０

日

Ｈ
～
２０
Ｈ

～

１０

日

件
数

３図か
期
待
で
き
な
い

（日
本
野
生
生
物
研
究

セ
ン
タ
１

１
９
９
１
）
こ
と
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。

０
個
体
数
管
理

生
息
数
が
増
え
す
ぎ
た
動
物
に
対
し
て

は
重
要
な
対
策
の
１
つ
で
あ
る
。
し
か
し
、

イ
ノ
シ
シ
は
生
後
１
年
半
で
性
成
熟
に
達

し
、
１
回
の
産
仔
数
が
４

・
４
～
４

・
５

頭
程

（江
口
２
０
０
１
）
と
繁
殖
能
力
が

高
く
、
捕
獲
し
て
も
生
息
数
を
減
少
さ
せ

る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。
島
根
県
西
部
で

の
調
査
で
は
、
数
多
く
の
イ
ノ
シ
シ
が
捕

イノシシによる水稲被害の収穫前日数別の発生件数

(NOSAI島根のデータを基に作成 )

イノシシによる水稲被害の時期別発生件数

(NOSAI島根のデータを基に作成 )
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